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一
、
御
祭
神

　
　
　寒
川
比
古
命（
さ
む
か
わ
ひ
こ
の
み
こ
と
）

　
　
　寒
川
比
女
命（
さ
む
か
わ
ひ
めの
み
こ
と
）

　
寒
川
神
社
は
、寒
川
比
古
命・寒
川
比
女
命
を
奉
祀
申
し
上
げ
、二
柱
の
御

祭
神
を
寒
川
大
明
神
と
奉
称
し
て
い
ま
す
。

　
寒
川
大
明
神
は
、相
模
國
を
中
心
に
広
く
関
東
地
方
を
御
開
拓
に
な
ら
れ
、

衣
食
住
な
ど
人
間
生
活
の
根
源
を
開
発・指
導
さ
れ
ま
し
た
関
東
地
方
の
親

神
様
で
す
。

一
、
御
由
緒

　
当
神
社
の
創
建
は
古
く
、『
惣
国
風
土
記
』に
は
雄
略
天
皇（
4
5
7
〜

4
7
9
年
）の
御
代
に
奉
幣
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、『
寒
川
文

書
』に
は
神
亀
4
年（
7
2
7
年
）社
殿
建
立
と
伝
え
ら
れ
、『
続
日
本
後
紀
』に

は
承
和
13
年（
8
4
6
年
）に
神
階
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
た
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。さ
ら
に
は
醍
醐
天
皇
の
御
代
に
制
定
さ
れ
た
延
喜
式
に
お
い
て
は
、相

模
國
唯
一
の
名
神
大
社
と
定
め
ら
れ
、当
神
社
は
少
な
く
と
も
約
1
6
0
0
年

の
歴
史
を
有
す
る
古
社
と
い
え
ま
す
。

　
特
に
古
く
か
ら
唯
一
の
八
方
除
の
守
護
神
と
し
て
、地
相・家
相・方
位・日

柄・厄
年
な
ど
に
由
来
す
る
災
難
を
と
り
除
き
、福
徳
開
運
を
も
た
ら
し
、日
々

の
暮
し
に
限
り
な
い
恩
恵
を
与
え
て
下
さ
る
御
神
徳
は
広
大
無
辺
で
す
。

　
こ
の
八
方
除
の
御
神
徳
は
、全
国
各
地
よ
り
敬
仰
さ
れ
寒
川
大
明
神
を
奉

戴
す
る
崇
敬
者
は
年
々
増
加
し
、篤
い
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

一
、
御
神
域

　
神
聖
な
る
神
嶽
山
を
背
に
境
内
は
約
1
万
5
0
0
0
坪
と
な
って
お
り
、緑

豊
か
な
樹
木
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。神
門
、手
水
舎
に
続
い
て
、平
成
9
年
10
月

に
厳
粛
の
中
に
も
絢
爛
に
輝
く
銅
板
葺
、総
木
曽
檜
造
り
の
御
本
殿
の
ほ
か
に

幣
殿
、拝
殿
、翼
殿
、廻
廊
な
ど
が
完
成
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
御
本
殿
の
奥
庭「
神
嶽
山
神
苑
」は
、御
社
殿
御
造
営
10
年
を
記
念
致

し
ま
し
て
、大
規
模
に
整
備
を
行
い
、平
成
21
年
に
開
苑
致
し
ま
し
た
。

そ
う  

こ
く   

ふ     

ど  

き

し
ょ
く 

に   

ほ
ん  

こ
う   

き

か
ん
た
け 

や
ま
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客殿〈御祈祷受付所〉

神苑で寒川大明神との御神縁をお深めください神
か ん た け や ま し ん え ん

嶽山神苑

《石舞台公演》
10月以降の日程はホームページにてお知らせ致
します

《方徳資料館》
寒川大明神の全国唯一の御神徳「八方除」につい
ての資料が展示されています

【時間】
午前9時から午後 4時まで
毎週月曜日は休苑

（祝祭日は開苑）

●茶屋「和楽亭」　
　抹茶と和菓子を
　お楽しみいただけます
　（５００円より思召し）

※入苑は御祈祷を受けた方に限ります

samukawa_jinja_official
公式インスタグラム

公式ラインアカウント 公式フェイスブック

公式チャンネル

当神社の四季折々の様子な
どを発信しています。皆様
のフォローをお願いします。
また、個人で神社の写真を
アップされる際は「# 寒川神
社」をつけてください。
※御本殿内・授与所の撮影はご遠慮
　ください

当神社の祭事、行事の最新
情報を発信しています。イ
ンスタグラム以外の情報も
お送りしていきますので「友
だち」登録をお願いします。

当神社の祭事、行事の最新
情報を発信しています。
公式インスタグラムとリンク
しています。ご一緒にご登
録をお願いします。

当神社の祭事のほか、貴重
な資料などを定期的に更新
しています。今後も様々な
行事の様子を発信していき
ますので、皆様のチャンネ
ル登録をお願いします。

本年は12月13日にて閉苑
となります
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相模塾

寒
川
神
社

社
務
報
告

衆議院議員小泉進次郎氏 参拝平和祈願祭相模湘南支部祭式研修会

「こよみ展」 浜降古式祭夏季華道研修会

虫送り祭

指定神社実習受入れ全総代会相模湘南支部祭式研修会

7
月

9
〜
19
日 

浜
降
祭
パ
ネ
ル
展

 

15
日 

浜
降
古
式
祭

	

18
日	

浜
降
祭
奉
告
祭

	

19
日	

虫
送
り
祭

8
月

4
・
5
日 

夏
季
華
道
研
修
会

 

6
日 

宮
山
職
舎
Ａ
2
号

　
　
　

  

改
築
工
事
地
鎮
祭

 

15
日 

平
和
祈
願
祭

 
 

〃 

第
53
回
相
模
薪
能

19
〜
23
日 

國
學
院
大
學

　
　
　
　
指
定
神
社
実
習
受
入
れ

 

21
日 

第
2
期
相
模
塾
第
3
回
講
座

 

25
日 

神
社
庁
相
模
湘
南
支
部
総
会

9
月

  

1
日 

寒
川
神
社
全
総
代
会

7
・
13
日 

神
社
庁
相
模
湘
南
支
部

 
 

　

祭
式
研
修
会

 

16
日 「
こ
よ
み
展
」（
〜
11
月
13
日
）

  

17
日 

天
皇
皇
后
両
陛
下

　
　
　
　
英
吉
利
御
渡
航

　
　
　
　
　

行
幸
啓
安
泰
祈
願
祭

　

 

19
日 

商
工
祈
願
祭
並
献
灯
奉
告
祭

 
 

〃 

例
祭
宵
宮
祭

 
 

〃 

流
鏑
馬
神
事

          

※
荒
天
の
た
め
中
止

  

20
日 

例
祭

  

21
日 

天
皇
皇
后
両
陛
下

　
　
　
　
英
吉
利
御
渡
航

　
　
　
　
　

還
幸
啓
奉
告
祭 

 

23
日 

安
藤
由
勝
大
人
命

 
 

　

伊
集
院
直
彦
大
人
命

 
 

　
　

他
命
等
の
慰
霊
祭

 
 

〃 

末
社
御
祖
神
社

 
 

　

秋
季
霊
祭
並
合
祀
祭

  

29
日 

末
社
宮
山
神
社
例
祭

 

30
日 

高
座
氏
子
総
代
会
総
会

毎
月
１
日
・
20
日

 
 

月
次
祭
併
せ
て

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
　
　
　
　

流
行
鎮
静
祈
願
祭

                               

（
９
月
20
日
は
除
く
） 

毎
日 

日
供
祭
に
併
せ
て

 
 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

 
 

　
　

流
行
鎮
静
祈
願
祝
詞
を
奏
上

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

ち
は
期
間
中
、
社
頭
奉
仕
や
祭
典
へ
の
参

列
、
青
少
年
育
成
活
動
な
ど
を
体
験
し
て
、

神
明
奉
仕
の
糧
と
な
る
大
切
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

8
月
21
日
、
神
道
を
通
し
て
日
本
の
暮

ら
し
や
伝
統
文
化
を
再
発
見
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
相
模
塾
の
第
2
期
第
3
回
講

座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
歴
史
創

作
家
で
あ
る
黒く

ろ

嵜さ
き

資も
と

子こ

氏
を
お
招
き
し
て
、

「
梶
原
景
時
概
説
ー

景
時
と
寒
川
町
の
関
係

を
踏
ま
え
て
ー
」
と
題
し
、
N
H
K
大
河

ド
ラ
マ
『
鎌
倉
殿
の
13
人
』
の
一
人
梶
原

景
時
に
焦
点
を
当
て
、「
梶
原
景
時
の
生
涯

と
一
生
」や「
梶
原
氏
と
寒
川
と
の
関
係
性
」

な
ど
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
現
在
、塾
生
の
募
集
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

	

第
2
期
生
の
終
了
時
に
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
て

	

第
3
期
生
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
中
止
と
な
っ
て
い

た
神
社
庁
相
模
湘
南
支
部
主
催
に
よ
る
祭

式
研
修
会
が
3
年
ぶ
り
に
9
月
7
日
、
13

日
と
2
日
間
に
亘
り
、
寒
川
神
社
参
集
殿

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
社
で
斎
行
さ
れ
る
祭
典
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
行
事
に
必
要
な
作
法
の
こ
と
を

「
神
社
祭
式
同
行
事
作
法
」
と
い
い
、
歩
き

方
や
拝
礼
の
角
度
な
ど
時
と
場
合
に
よ
っ
て

詳
細
な
規
程
が
あ
り
ま
す
。
基
本
動
作
を
再

確
認
し
、
神
明
奉
仕
に
寄
与
す
べ
く
約
半
世

紀
に
亘
り
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
神
社
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
様
々

な
祭
典
が
縮
小
さ
れ
て
お
り
、
形
を
変
え

な
が
ら
も
連
綿
と
続
く
祭
祀
を
途
絶
え
さ

せ
る
こ
と
な
く
続
け
て
い
ま
す
。
神
職
の

本
分
と
も
い
わ
れ
る
「
祭
祀
の
厳
修
」
を

胸
に
刻
み
、
日
々
の
神
明
奉
仕
の
為
の
有

意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

9
月
16
日
よ
り
11
月
13
日
ま
で
、
当
神

社
客
殿
に
お
い
て
「
こ
よ
み
展
」
と
題
し

た
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

神
社
の
参
拝
に
あ
た
り
日
柄
や
六
曜
に

加
え
て
、
近
年
で
は
一い
ち

粒り
ゅ
う

万ま
ん

倍ば
い

日び

、
天て
ん

赦し
ゃ

日び

な
ど
の
様
々
な
暦
注
が
着
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
展
示
会
は
、
旧
暦
や
暦
注
の
見

方
に
つ
い
て
解
説
し
、
当
神
社
刊
行
「
さ

が
み
暦
」
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ご
参
拝

の
際
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

8
月
4
日
・
5
日
の
2
日
間
に
亘
り
夏
季

華
道
研
修
会
が
巫
女
を
対
象
に
開
催
さ
れ
、

参
加
者
は
四
季
折
々
の
草
花
を
花
器
に
挿

す
こ
と
で
花
の
美
し
さ
や
命
の
尊
さ
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

今
春
採
用
の
巫
女
は
初
め
て
の
生
け
花

と
な
り
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら

研
修
会
を
受
講
し
た
こ
と
で
、
生
け
花
の

技
術
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
礼
儀
作
法

を
学
び
、
感
性
を
磨
い
て
心
身
と
も
に
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

終
戦
記
念
日
で
あ
る
8
月
15
日
正
午
よ

り
、
末
社
宮
山
神
社
境
内
に
あ
る
平
和
塔

「
和
光
」
の
前
に
て
、
平
和
祈
願
祭
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
和
光
」
は
戦
後
20
年
の
節
目
で
あ
っ
た

昭
和
40
年
に
永
遠
な
る
平
和
を
誓
い
、
宮

山
住
民
の
総
意
に
よ
り
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

八
方
除
に
ち
な
み
八
角
形
の
支
柱
が
3
本

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
戦
没
者
・
遺
族
・
国
民

を
象
徴
し
、
上
の
玉
は
平
和
を
表
し
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
晴
天
の
な
か
、
責
任
役
員
・
正

副
総
代
長
・
宮
山
自
治
会
役
員
に
ご
参
列
い

た
だ
き
、
戦
没
者
に
慰
霊
の
黙
祷
を
捧
げ
、

世
界
の
恒
久
平
和
が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

　

8
月
19
日
か
ら
23
日
の
5
日
間
、
神
職

を
目
指
し
て
日
々
勉
学
に
励
む
國
學
院
大

學
（
東
京
都
）
の
学
生
3
名
を
神
社
実
習

生
と
し
て
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

神
職
に
な
る
為
に
は
、
様
々
な
実
習
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
、
机
上
の
学
習
だ
け

で
は
得
が
た
い
実
務
面
で
の
経
験
を
積
む

こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
生
た

相
模
湘
南
支
部
祭
式
研
修
会

相　

模　

塾

夏
季
華
道
研
修
会

平　

和　

祈　

願　

祭

指
定
神
社
実
習
受
入
れ

「
こ
よ
み
展
」
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【僉  議】

【能：観世流　巻絹】【狂言：和泉流　墨塗】

【能：観世流　箙】

【会場の様子】

◆
神
輿
巡
行

　
７
月
18
日
（
海
の
日
）、
午
前
10
時
よ
り
浜
降
祭

奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
た
後
、
宮
山
神
輿
愛
好
会
に

よ
っ
て
３
年
ぶ
り
に
神
輿
が
担
が
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
を
鑑
み
て
南
湖
の
浜
で
の
祭
典
・
神
輿

渡
御
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
く
の
参
拝
者
が

見
守
る
中
、
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
、
担
ぎ
手
の
威
勢

の
あ
る
掛
け
声
が
境
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
祭

典
へ
形
が
戻
っ
て
き
て
お
り
、
来
年
こ
そ
は
多
く
の

神
輿
が
浜
に
参
集
し
、
盛
大
に
浜
降
祭
が
斎
行
さ
れ

る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

◆
浜
降
祭
パ
ネ
ル
展

　
７
月
９
日
よ
り
19
日
ま
で
「
浜
降
祭
パ
ネ
ル
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
間
も
斎
行
さ
れ
て
い
な

い
浜
降
祭
の
各
種
祭
典
や
神
輿
渡
御
、
ま
た
地
域
氏

子
へ
の
神
事
継
承
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

供
奉
神
社
一
覧
や
各
祭
典
を
写
真
に
て
紹
介
し
、

教
化
活
動
の
一
環
と
し
て
展
示
し
ま
し
た
。

　
祭
典
で
実
際
に
使
用
す
る
執
物
（
神
具
）
を
特
別

公
開
し
、
さ
む
か
わ
神
輿
ま
つ
り
の
展
示
も
併
せ
て

行
わ
れ
、
参
拝
者
は
普
段
は
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
部
分
の
浜
降
祭
を
知
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
ご
報
告
◆

　
８
月
15
日
、
終
戦
記
念
日
に
３
年
ぶ
り
と
な
る
相
模
薪
能
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
元
年
の

第
50
回
以
来
の
開
催
と
な
り
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
例
年
の
半
数
の
約
８
０
０
名
が
能
の
醸

し
出
す
幽
玄
の
世
界
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
相
模
薪
能
は
、
昭
和
45
年
よ
り
終
戦
記
念
日
に
開
催
さ
れ
、
先
の
大
戦
に
お
い
て
尊
い
命
を
捧
げ

ら
れ
た
護
国
の
英
霊
と
戦
争
犠
牲
者
の
御
霊
を
お
慰
め
申
し
上
げ
、
さ
ら
に
は
世
界
の
恒
久
平
和
を

祈
念
す
る
神
事
能
で
す
。

　
当
日
は
午
後
５
時
30
分
よ
り
相
模
薪
能
奉
告
祭
を
斎
行
し
、
奉
行
と
し
て
木
村
俊
雄
氏
（
寒
川
町

長
）、
ま
た
副
奉
行
と
し
て
内
野
晴
雄
氏
（
寒
川
町
商
工
会
会
長
）、
亀
井
信
幸
氏
（
茅
ケ
崎
商
工
会

議
所
会
頭
）
が
参
列
さ
れ
、
祭
典
後
、
僉
議
（
開
会
宣
言
）
が
行
わ
れ
開
演
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
鎌
倉
殿
の
13
人
』
に
関
わ
り
の
あ
る
梶
原
景
季
の
演
目
と
し
て

知
ら
れ
る
能「
箙
」（
観
世
喜
正
ほ
か
）が
演
じ
ら
れ
、ま
た
狂
言「
墨
塗
」（
野
村
萬
斎
ほ
か
）、能「
巻
絹
」

（
中
森
貫
太
ほ
か
）
の
計
３
本
が
当
代
の
名
人
達
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

※

当
日
の
様
子
は
神
社
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
お
い
て
公
開
し
て
い
ま
す

〜
浜
降
祭
〜 

境
内
神
輿
巡
行

※頒布は終了しています

と
り 

も
の

ぐ     

ぶ

せ
ん  

ぎ

か
げ 

す
え

え
び
ら

す
み 

ぬ
り                                                                

ま
き 

ぎ
ぬ

３年ぶりに境内を神輿が巡行

浜降祭パネル展 浜降祭特別御朱印

▼こちらから
　　　ご覧になれます
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［
宮　

山
］

旭（
東
）	

天
利　
　

智	

殿	

外 

21
名	

二
二
、〇
〇
〇
円

旭（
西
）	

齋
藤　

章
生	

殿	

外 

19
名	

二
九
、〇
〇
〇
円

上
合	

金
子　

純
男	

殿	

外 

16
名	

二
五
、〇
〇
〇
円

中
里（
上
）	

岩
堀　

次
男	

殿	

外 

29
名	

三
九
、〇
〇
〇
円

中
里（
下
）	

原
田　

大
士	

殿	

外 

29
名	

六
二
、〇
〇
〇
円

中
里（
河
原
）	

宮
本　

佳
子	

殿	

外 

16
名	

二
三
、〇
〇
〇
円

中
里  （
サ
ザ
ン
）	

吉
川
日
出
雄	

殿	

外 

7
名	

一
二
、〇
〇
〇
円

馬
場	

金
子　

良
幸	

殿	

外 

28
名	

二
九
、〇
〇
〇
円

雷	

飯
島　

久
則	

殿	

外 

24
名	

二
五
、〇
〇
〇
円

下	

皆
川　

訓
一	

殿	

外 

63
名	

六
四
、〇
〇
〇
円

根
岸（
上
）	

佐
々
木
利
夫	

殿	

外 

21
名	

二
八
、〇
〇
〇
円

根
岸（
中
）	

小
林　

淳
人	

殿	

外 

3
名	

四
、〇
〇
〇
円

根
岸（
下
）	

皆
川　

藤
江	

殿	

外 

24
名	

二
七
、〇
〇
〇
円

オ
リ
ー
ブ
の
丘	

植
村　

政
巳	

殿	

外 

1
名	

四
、〇
〇
〇
円

宮
山
南	

古
谷　

雅
洋	

殿	

外 

14
名	

三
一
、〇
〇
〇
円

［
一
之
宮
］

中
台
畑	

石
川　
　

司	

殿	 
	

一
、〇
〇
〇
円

仲
町
１	

入
澤　

義
光	

殿	

外 

5
名	

六
、〇
〇
〇
円

西
町
西
１	

吉
田　

和
男	

殿	

外 

18
名	

一
九
、〇
〇
〇
円

西
町
西
２
Ｂ	

谷
島　

俊
郎	

殿		

三
、〇
〇
〇
円

宿
１	

廣
田　

達
夫	

殿	

外 

4
名	

五
、〇
〇
〇
円

宿
２	

木
村　

公
一	

殿	

外 

7
名	

八
、〇
〇
〇
円

火
の
見
下	

清
田　

光
男	

殿	

外 

1
名	

二
、〇
〇
〇
円

東
2	

向
川　
　

明	

殿	

外 

4
名	

五
、〇
〇
〇
円

東
３
・
５
Ｂ	

青
木
キ
ヨ
子	

殿	

外 

14
名	

一
五
、〇
〇
〇
円

小
町
屋
１
〜
３	

髙
橋　
　

博	

殿	

外 

15
名	

一
七
、〇
〇
〇
円

［
西
岡
田
］

中
町
原	

小
澤　

千
明	

殿		

五
、〇
〇
〇
円

［
東
岡
田
］

久
保
地	

宇
田　

正
行	

殿	

外 

8
名	

二
七
、〇
〇
〇
円

仲
町	

臼
井　

光
廣	

殿		

一
、〇
〇
〇
円

上
町	

武
藤　

康
美	

殿	

外 

3
名	

四
、〇
〇
〇
円

仲
町
原	

三
沢　

真
一	

殿	

外 

2
名	

三
、〇
〇
〇
円

上
町
・
下
町	

三
留　

清
一	

殿	

外 

9
名	

一
〇
、〇
〇
〇
円

［
新
町
］

南
1	

髙
橋　
　

進	

殿		

二
、〇
〇
〇
円

南
駅
前
通	

木
村　

範
雄	

殿	

外 

2
名	

三
、〇
〇
〇
円

東
通	

内
野　

広
志	

殿		

一
、〇
〇
〇
円

南
2	

金
澤　

純
一	

殿	

外 

1
名	

四
、〇
〇
〇
円

北
駅
前
通
り	

志
知　
　

宏	

殿		

一
〇
、〇
〇
〇
円

［
大
蔵
］

入
町	

門
倉　

敏
明	

殿	

外 

4
名	

五
、〇
〇
〇
円

［
倉
見
］

大
村（
東
1
）	

大
浦　
　

保	

殿	

外 

6
名	

七
、〇
〇
〇
円

大
村（
西
1
）	

佐
藤　
　

賢	

殿	

外 

8
名	

一
四
、〇
〇
〇
円

才
戸（
南
）	

宇
佐
美　

進	

殿	

外 

7
名	

一
四
、〇
〇
〇
円

才
戸（
東
）	

齋
藤　

義
雄	

殿	

外 

5
名	

九
、〇
〇
〇
円

才
戸（
西
）	

鈴
木　

恒
嗣	

殿	

外 

5
名	

八
、〇
〇
〇
円

原（
南
）	

今
井　

正
夫	

殿	

外 

9
名	

一
九
、〇
〇
〇
円

原（
北
）	

佐
藤　

督
士	

殿	

外 

16
名	

一
八
、〇
〇
〇
円

十
二
天（
北
）	

藤
澤　
　

茂	

殿	

外 

1
名	

二
、〇
〇
〇
円

新
町
・
入
町	

森　
　

匡
弘	

殿	

外 

3
名	

四
、〇
〇
〇
円

南
町	

吉
川　

篤
義	
殿	
外 

6
名	

一
二
、〇
〇
〇
円

西
町	

佐
藤　

利
治	

殿	
外 
11
名	

一
二
、〇
〇
〇
円

川
端 （
東
）	

長
谷
川　

淳	

殿	

外 
1
名	

二
、〇
〇
〇
円

川
端 （
西
）	

亀
山　

良
平	

殿	

外 

5
名	
六
、〇
〇
〇
円

桜
町 （
上
）	

田
口　
　

信	

殿		
一
、〇
〇
〇
円

桜
町 （
中
）	

村
田　

佳
昌	

殿	

外 

5
名	

六
、〇
〇
〇
円

桜
町 （
下
）	

黒
澤　
　

清	

殿	

外 

1
名	

二
、〇
〇
〇
円

十
二
天（
第
二
）	

金
子　

文
夫	

殿	

外 

6
名	

九
、〇
〇
〇
円

大
村（
東
2
）	

長
谷
川
敏
春	

殿	

外 

7
名	

八
、〇
〇
〇
円

大
村（
西
2
）	

成
瀨　

友
則	

殿	

外 

7
名	

一
一
、〇
〇
〇
円

［
大
曲
］

大
曲	

鈴
木　
　

烈	

殿	

外 

33
名	

三
六
、〇
〇
〇
円

［
田
端
］

東
町	

相
田　
　

孝	

殿	

外 

12
名	

一
三
、〇
〇
〇
円

宿
町	

大
柳　

孝
好	

殿	

外 

25
名	

二
六
、〇
〇
〇
円

神
之
倉	

木
内　

和
美	

殿	

外 

20
名	

二
一
、〇
〇
〇
円

西
町	

小
川　

哲
男	

殿	

外 

20
名	

二
一
、〇
〇
〇
円

［
小
動
］

小
動	

蛭
田　
　

昌	

殿	

外 

20
名	

二
一
、〇
〇
〇
円

［
講
社
］

寒
川
神
社
易
友
会	

澤
津　

壽
道	

殿		

一
〇
、〇
〇
〇
円

［
匿
名
］	

	
	

　

112
名	

一
三
一
、〇
〇
〇
円

例祭特別御朱印を頒布
※頒布は終了しています

９月１９日　午前１０時　商工祈願祭並献灯奉告祭
寒川神社商工奉賛会及び例祭提灯の献灯者を奉告する祭典
です。祭典後、商工奉賛会は寒川神社参集殿において令和4年
度総会を開催しました。

９月１９日　午後１時　例祭宵宮祭
例祭前日に行われる祭典です。

９月２０日　午前１０時　例　祭
約２００名の参列者の中、厳粛に例祭が斎行され、献幣使によって神社本庁からの幣帛がお供え
されました。祭典においては、現状のコロナ禍の終息と世界の恒久平和が祈念され、巫女による浦
安の舞が奉奏されました。

９月１９日・２０日　神賑行事
台風１４号の接近に伴い、１９日に予定されていました流鏑馬神事は中止となりました。その他の神賑行事として献花・
献茶・水石と美石展・献句・作品展などの各種展示が行われ、剣道大会は荒天の為町内のシンコースポーツ寒川ア
リーナへと会場を移し、3年ぶりに奉納試合も執り行われました。また、２０日午後７時より宮山神輿愛好会による神輿の
境内巡行が執り行われ、例祭斎行を盛大に奉祝し、寒川大明神の御神慮に感謝申し上げ、氏子崇敬者の家内安全・
家運隆昌が祈念されました。

【献花】（千家古流森久保社中） 【献茶】（裏千家森久保社中） 【作品展】（寒川神社少年館） 【水石と美石展】（湘南石同好会）

【空手道演武】（寒川町空手道協会）【剣道大会】（寒川町剣道協会） 【奉納演芸大会】（宮山総代） 【神輿巡行】（宮山神輿愛好会）

令
和
4
年

例
祭
斎
行

令
和
4
年　

例
祭
神
徳
奉
賛
金
　
奉
賛
者
芳
名

例
祭

相
　
模
　
第
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号
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●３歳の男児、女児がそれまで剃っていた髪を伸ばし始める「髪置」
●５歳になる男児は初めて袴を身に着ける「袴着」
●７歳になる女児には着物を着る際に本式の帯を結ぶことを祝う「帯解」

七五三の御祈祷

寒川神社参集殿

９月17日〈土〉から開始
◆ 5,000円以上思召し

※数に限りがございます

※ご郵送、御本殿に上がらずに授与品のお渡しもできます

紅白の御幣・七五三神札・御守・神供・らくがき帳・クレヨン・
折り紙・圧縮タオル・巾着袋

◆ 千歳コース 7,000円（税別）

午前９時から午後６時まで  ☎0467‐75‐5555

●御朱印帳、千歳飴、室料サービス、神社まで職員がご案内
　を致します　※お子様料理もご用意しております
●着物レンタル、写真撮影も受付しています

◆ 10,000円以上思召し
上記記載の授与品に加えて、工作バルーン・絵本を追加

七五三情報はこちらから▷

「七五三詣」のご案内

第55回 菊花展・写真展 開催
明治改元100年記念事業の一環として昭和43年より開催

11月10日（木）から23日（水）まで 境内廻廊にて

菊花展審査長：遠藤吉和氏　副審査長：高橋正夫氏

協賛：寒川町菊花会、茅ケ崎茅秋会、平塚菊花会、藤沢菊花会、　
　     綾瀬菊花会、大和秋香会、厚木秋華会、座間市菊友会、
        伊勢原秋豊会、宿矢名菊花会

◀第54回写真展【宮司賞】
　「甘えん坊」　柳川 武春氏

　菊花展には200点以上の菊花が出品されます。寒川神社宮司賞を
はじめ、金賞・銀賞・銅賞・各協賛者賞の作品とご奉納いただいた菊
も展示されます。

写真展審査長：写真家 丹治俊雄氏  審査助手：㈲田中写真

　写真展は、例年200点以上の作品が応募され、120点が展示されま
す。題材は「当神社に関係がある祭典、社頭風景」です。「寒川神社」を
舞台に四季折々の美しい風景や人物にスポットをあて、そこに様々な
物語が盛り込まれています。　※全作品はホームページで公開します

《ご連絡は寒川神社参集殿まで》

令
和
4
年　

例
祭
献
灯
者
　
芳
名

例
祭

入
澤　

一
三

松
本　

學

皆
川　

欽
一

青
木　

誠

髙
橋
竹
材
店

中
島　

啓
介

前
田　

隆
一

㈱
山
上
建
設

河
西
工
業
㈱

日
本
精
麦
㈱

下
里
自
動
車
㈱

㈱
藤
又

㈱
カ
ナ
リ
ヤ

㈲
寒
川
建
材

㈲
田
中
写
真

東
木
材
㈱

㈱
グ
ラ
ン
ド
ラ
イ
ン-

マル
シ
ゲ

㈱
青
葉

青
山
大
寿
司

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
一
之
宮
薬
局

ア
ズ
ビ
ル
㈱ 

湘
南
工
場

㈲
田
舎
鮨

㈲
井
上
商
事

㈱
ウ
ス
イ
植
物
園

㈱
内
野
不
動
産

㈱
梅
屋
幸

岡
遷
㈱

㈱
オ
ー
カ
ワ

㈱
金
子
建
材
土
木

（福）
千
寿
会 

き
く
の
郷

㈱
金
庫
屋
商
店

（宗）
興
全
寺

小
菅　

千
鳥

コ
バ
シ
㈱ 

湘
南
工
場

㈱
コ
ー
メ
ー

寒
川
病
院

寒
川
町
観
光
協
会

寒
川
町
商
工
会

㈱
サ
ン
エ
ー
サ
ン
ク
ス

Ｊ
Ｘ
金
属
㈱ 

倉
見
工
場

湘
南
信
用
金
庫 

寒
川
支
店

昭
和
興
産
㈱

神
恵
苑

大
黒
屋
製
菓

瀧
川
園
茶
舗

露
木
生
花

戸
塚
米
店

と
ん
か
つ
水
龍

中
沢
運
輸
㈱

㈲
古
山
看
板
塗
装

㈲
ほ
り
む
ら
薬
品

豊
月
堂

村
松
商
事
㈱

森
村
ケ
ミ
カ
ル
㈱

㈱
山
上
工
務
店

ヨ
シ
カ
ワ
商
店

㈱
ア
イ
ア
ー
ル

㈱
秋
江

秋
山
商
事
㈱ 

厚
木
支
店

㈱
ア
ク
テ
ィ
オ

㈱
ア
ー
ク
ル

安
藤
物
産
㈱

㈱
植
藤
造
園

㈱
大
島
寅
次
郎
商
店

㈲
大
⻆
塗
装
工
業

大
村
紙
業
㈱

小
田
行
政
書
士
事
務
所

㈲
香
川
第
一
交
通

㈱
川
合
工
業
所

㈱
木
内

㈱
北
岡
本
店

熊
澤
酒
造
㈱

コ
カ・コ
ー
ラ 

ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パン
㈱

（医）
さ
く
ま
こ
ど
も
ク
リ
ニッ
ク

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

㈱
サ
ン
ユ
ー

㈱
ジ
ェ
イ
コ
ム
湘
南
・
神
奈
川

㈱
シ
ノハ
ラ

㈱
湘
南

㈱
湘
南
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ブ
ラ
イ
ダ
ル

㈱
湘
南
山
鉄

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

㈱
鈴
木
製

所

綜
合
警
備
保
障
㈱ 

湘
南
支
社

㈱
ダ
イ
ワ
・
エ
ム
・
テ
ィ

㈱
竹
澤
古
典
建
築
設
計
事
務
所

㈱
竹
中
工
務
店 
横
浜
支
店

㈱
永
沢
興
業

長
嶋
園

中
野
設
計
工
務
㈱

㈲
ノ
ブ
・
リ
ラ
イ
ア
ブ
ル

㈱
長
谷
川
製
作
所

日
立
Ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｏ
㈱

人
の
森
㈱

㈱
ヒ
ラ
ボ
ウ

㈲
平
成
工
業

㈱
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ホ
ー
ル

㈲
ボ
デ
ー
シ
ョッ
プ
浜
名

丸
髙
工
業
㈱

百
崎
製
菓
㈱

山
一
工
業
㈱

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

㈱
横
浜
銀
行 

茅
ヶ
崎
支
店

㈱
落
雁 

諸
江
屋

㈱
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木

㈱
ア
イ
ネ
ッ
ト

㈲
青
木
商
事

㈱
ア
ク
ア
リ
ン
グ

㈱
ア
ク
ア
リ
ン
グ・グ
ロ
ー
バ
ルス
ト
ラ
テ
ジ
ー

旭
フ
ァ
イ
バ
ー
グ
ラ
ス
㈱ 

湘
南
工
場

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
ティ
ズ 

横
浜
支
店

㈱
ア
ス
カ

㈱
阿
部

阿
部　

和
彦

㈲
今
井

今
井　

章
博

㈱
エ
モ
ア
ホ
ー
ム

㈲
及
川
工
業

㈱
神
路
社

㈱
関
電
工

関
東
建
物
㈱

北
村
工
務
店

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

㈱
工
房
え
む
ま

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

相
模
鉄
道
㈱

さ
が
み
農
業
協
同
組
合 

寒
川
支
店

㈲
寒
川
公
衆
衛
生
社

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

寒
川
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

㈱
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ

柴
﨑　

徹

㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ

㈲
鈴
野
農
機

住
友
電
設
㈱

㈱
タ
ウ
ン
ニュ
ー
ス
社

㈱
高
田

㈱
タ
カ
ト
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー

田
中　

雄
二

㈱
Ｔ
Ｈ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

日
本
ロ
ー
ド
マ
ー
ク
㈱

㈱
ニッ
ポ
ン
放
送

の

み
針
灸
整
骨
院

長
谷
島　

征
次

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

二
見　

ミ
ツ
子

フ
ジ
シ
ロ
工
業
㈲

㈱
ボ
ラ
ン
チ 

湘
南
オ
フ
ィ
ス

㈱
舞
工
房

松
井
建
設
㈱

㈱
眞
原
電
工

㈱
丸
井
紙
店

㈱
三
井
住
友
銀
行 

湘
南
法
人
営
業
部

㈱
森
川
製
作
所

㈱
結
商
会

横
浜
エ
フ
エ
ム
放
送
㈱

㈱
読
売
P
a
l
e
t
t
e

レ
ス
ポ
ア
ー
ル
サ
ウ
ン
ド

ロ
ー
ソ
ン
・
ス
リ
ー
エ
フ 

寒
川
宮
山
駅
前
店

匿
名

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

約２００灯の提灯が９月１日より献灯されました。
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相
模
秋
の
歌

青
柿
や
話
の
好
き
な
農
機
具
屋	

根
岸　

君
子

行
く
秋
や
葉は

擦ず

れ
の
音
の
か
す
か
な
り	

宮
入　

つ
る

サ
イ
ロ
立
つ
北
の
大
地
の
星
月
夜	

倉
谷　

節
子

律
儀
に
も
マ
ス
ク
し
て
い
る
案
山
子
い
て	

松
本
美
智
子

田
の
匂
ひ
畑
の
に
ほ
い
梅
雨
明
け
る	

金
子　

つ
ぢ

万
緑
に
押
し
潰
さ
る
る
過
疎
の
村	

岩
田
美
代
子

夏
至
の
夜よ

や
少
し
歪

い
び
つ

な
オ
ム
ラ
イ
ス	

菅
沼
う
め
の

一
条
の
秋
水
流
る
南
禅
寺	

新
井　

泰
春

遠
き
日
の
灯
火
管
制
星
月
夜	

菅
沼　

保
幸

音
読
は
向
田
邦
子
夏
カ
レ
ー	

猿
渡　

弥
生

教
え
子
と
草
笛
吹
き
し
日
は
過
ぎ
ぬ	

須
田　

柚
川

雲
の
峰
横
切
っ
て
行
く
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー	

竹
村
真
砂
美

父
達
者
脚
半
に
跣

は
だ
しで

農
作
業	

金
子　

晴
子

生
欠
伸
日
傘
で
か
く
す
旅
役
者	

伊
藤　

公
一

渡わ
た
し
ば

舟
場
ま
で
歩
く
河
原
の
星
月
夜	

四
ツ
車
梢
月

寒　

川　

俳　

壇

【
寒
川
俳
壇
】

・
昭
和
24
年
に
誕
生
。（
大
正
時
代
か
ら
不
定
期
に
開
か
れ
て
い
た
）

・
月
例
句
会
を
月
４
回
開
き
総
互
選
を
し
、選
句
技
術
の
向
上
と
俳

　

句
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。当
神
社
の
例
祭
神
賑
行
事
に
も
献
句
と

　

し
て
奉
納
。

相　

模　

詠　

草

晴
天
の
庄
川
峡
の
船
旅
真
っ
赤
な
橋
を
二
か
所
く
ぐ
り
て	

稲
垣　

武
子

だ
ら
っ
と
し
て
て
も
ウ
エ
ア
着
て
み
た
ら
暑
さ
に
向
か
い
テ
ニ
ス
楽
し
む	

亀
山　

文
子

ま
っ
白
な
衣
脱
ぎ
捨
て
富
士
の
山
群
青
色
に
雄
姿
鎮し

ず

ま
る	

小
林　

篤
子

白
滋
な
る
少
し
い
び
つ
な
一
輪
挿
し
に
活
け
た
つ
ゆ
く
さ
ゆ
め
あ
か
り
す
る	

清
水　

洋
一

る
り
色
の
羽
き
ら
め
か
せ
カ
ワ
セ
ミ
の
飛
ぶ
美
し
さ
に
見
ほ
れ
て
い
た
る	

土
屋
ト
ミ
子

元
気
に
て
八
十
五
歳
と
な
っ
た
姉
の
姉き

ょ
う
だ
い

妹
弟
招
く
や
石
和
温
泉	

徳
江　

道
子

こ
の
五
月
吾
八
甲
田
山
へ
旅
し
た
る
残
雪
踏
め
ば
ひ
ざ
ま
で
埋
ま
る	

二
宮　

昭
雄

紫
陽
花
を
気
に
掛
け
る
ほ
ど
早
々
に
猛
暑
日
に
な
り
ぬ
今
年
の
梅
雨
は	

平
野　

良
三

奥
の
院
身
を
正
し
て
の
参
拝
に
空
海
さ
ん
を
一
瞬
偲
ぶ	

　

宮
治
友
美
枝

も
ろ
も
ろ
の
悲
し
い
事
の
あ
り
し
夜
甘
口
の
酒
一
人
グ
ラ
ス
に	

山
根
喜
美
代

わ
が
庭
の
ま
白
あ
ぢ
さ
ヰい

花
ま
り
に
雨
よ
り
あ
は
き
水
色
の
点さ

す	

杉
本　

照
世

神
さ
び
の
寒
川
の
杜も

り

に
錦
な
す
も
み
じ
銀い

ち
ょ
う杏

の
色
映
え
て
見
ゆ	

瀧
本
三
重
子

【
相
模
詠
草
】

・
野
ば
ら
文
化
会（
前
身
、婦
人
会
学
習
ク
ラ
ブ「
ふ
だ
ん
着
の
詩
歌
く
ら
ぶ
」と
し
て
昭
和
34
年
に
誕
生
）

　

に
よ
る
詠
草
。公
民
館
ま
つ
り・
短
歌
大
会
等
に
参
加
す
る
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

・
昭
和
50
年
、本
誌
に
初
め
て「
献
詠
歌
」と
し
て
掲
載
。昭
和
53
年
に
相
模
詠
草
と
改
称
、以
来
現
在
に
至

　

る
ま
で
、生
活
の
中
で
の
一
瞬
を
美
し
い
言
葉
で
切
り
取
っ
た
詩
歌
を
継
続
的
に
投
稿
い
た
だ
い
て
い
る
。

人　

事
◆
退
　
職

〈
寒
川
神
社
〉

巫
　
　
女	

矢
野
　
愛
莉

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　
令
和
四
年
七
月
三
十
一
日

主
　
　
典	

沖
西
　
岳
斗

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　
令
和
四
年
八
月
二
十
日

巫
　
　
女	
中
野
ル
ア
ナ
香

巫
　
　
女	
山
根
　
未
緒

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　
令
和
四
年
八
月
三
十
一
日

〈
寒
川
病
院
〉

診
療
放
射
線
技
師	

里
吉
　
恵
太

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

　
令
和
四
年
九
月
三
十
日

〈
神
恵
苑
〉

介
護
福
祉
士	

福
田
久
美
子

介
護
福
祉
士	

玉
岡
　
　
信

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　
令
和
四
年
八
月
三
十
一
日

◆
採
　
用

〈
寒
川
病
院
〉

医
　
　
師	

松
実  

純
也

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
四
年
八
月
一
日

看
護
補
助
者	

大
木
　
直
哉

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
四
年
九
月
一
日

診
療
放
射
線
技
師	

鈴
木
　
　
空

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
四
年
十
月
一
日

〈
神
恵
苑
〉

介
護
支
援
専
門
員	

中
村
　
俊
二

介
護
福
祉
士	

水
村
　
由
貴

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
四
年
八
月
一
日

介
護
福
祉
士	

平
尾
　
　
翔

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
四
年
九
月
一
日

青少年だより 寒 川 神 社 少 年 館
ボ ー イ ス カ ウ ト 寒 川 第 二 団

　寒川神社少年館の夏期活動は、例年以上の暑さと雨
により、屋外での活動を行うのには厳しい天候でした。
6月26日、さむかわまちぐるみ美化運動に参加し、熱
中症に気を付けながら産業道路から中央公園周辺のゴ
ミ拾いを行いました。8月21日には、夏期活動として「お
楽しみ会」を開催しました。参集殿において万華鏡作り
を行い、午後からはさむかわ中央公園で各班対抗の水
鉄砲大会を行い、館生の笑い声が響き渡りました。また
神奈川県神社庁主催の青少年書道展・絵画展において、
書道展は入選が 7名、絵画展は神社庁長賞、神社庁教
化委員長賞、神社総代会連合会会長賞、神奈川新聞社
賞、入選を各１名が受賞しました。

　ボーイスカウト寒川第二団はコロナ禍ではありました

が、各隊感染症対策を講じながら活動に取り組みました。
カブ隊は 3泊 4日で山梨県の清里にて３年ぶりの夏季
キャンプを実施しました。ボーイ隊・ベンチャー隊は第
１８回日本スカウトジャンボリー分散開催の参加に向けて
準備を進めていましたが、コロナ感染症の拡大状況を鑑
み、神奈川サテライト会場の中止が決定した為、ベン
チャー隊は２泊３日で長野県の諏訪において実施、ボー
イ隊は１０月に秋季キャンプを予定し、事前訓練として
１泊２日で茅ヶ崎市の柳島キャンプ場にて野営スキルアッ
プ訓練を実施しました。

寒川病院 診療表
令和４年10月 1日現在

◦当院では患者様に安心して受診していただくために発熱外来を行っております。
◦発熱・咳・痰・倦怠感などのある患者さんは一般外来と別の場所で診療致します。
◦院内感染防止の為に、ご理解・ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

病院だより

月 火 水 木 金 土

内　　　科
午 前

１診 山浦昌史 小塚和美 岸仲正則 井内卓次郎 鳴海裕之 鳴海裕之 1,3,5 週  栗田啓司 2,4 週
２診 相原康之 岸仲正則 薄葉阿依 松実純也 1,3,5 週  井内卓次郎 2,4 週
３診

午 後
１診 栗田啓司 井内卓次郎 栗田啓司 岸仲正則 山浦昌史
２診 松実純也 及川健一

神 経 内 科 午 後 栗田啓司
呼吸器内科 午 後 服部繁明 貞廣弘三郎

糖尿病内科
午 前 小林貴子 丸山真弓 丸山真弓 安田敦 丸山真弓 小林貴子 1,3,5 週
午 後 井内卓次郎

循環器内科
午 前 干場泰成 神田茂孝
午 後 松実純也 鈴木大樹

外　　　科
午 前

１診 木勢佳史 石過孝文 徳田裕（乳腺） 石過孝文 伊東功 石過孝文 1,3,5 週 木勢佳史 2,4 週
２診 石田秀樹 岡村卓穂（乳腺 / 再診） 伊東功（肛門）1,3,5 週

午 後
１診 伊東功 鍋島一仁 徳田裕（乳腺） 休診 木勢佳史
２診 休診 岡村卓穂（乳腺）

脳神経外科 午 後 富永二郎
皮　膚　科 午 後 齋藤麗子 高橋伸大 中園学

泌 尿 器 科
午 前 藤間萌子 梅本達哉
午 後 担当医

整 形 外 科
午 前

１診 斎藤裕 菅沼淳 菅沼淳 斎藤裕 斎藤裕 斎藤裕 1,3 週（予約）
２診 名取修平 札川夢 高木知香 小松研郎 担当医

午 後
１診 斎藤裕（予約） 菅沼淳 菅沼淳 小松研郎 休診
２診 名取修平 札川夢 鈴木雄久

眼　　　科
午 前 木勢由利子 木勢由利子 宮尾洋輔 保科真理 木勢由利子

宮尾洋輔 1週　名村隆広 3週
木勢由利子 2,4週　５週休診

午 後 木勢由利子 内田真由 中川喜博 猪ノ坂宗之 鈴木崇弘

耳鼻咽喉科
午 前 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 小田桐恭子 大上麻由里
午 後 大上麻由里 金田将治 大上麻由里 大上麻由里 稲木利英

内　視　鏡
午 前 石過孝文 新間淑雅 木勢佳史 木勢佳史 3 週　石過孝文 4 週
午 後 木勢佳史 伊東功 伊東功
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10月以降のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症の影響により、10
月１日現在の予定を掲載しております。
　変更があり次第、ホームページにてご案内
致します。 寒

川
神
社祭典

・
行
事
の
ご
案
内

10
月
〜
12
月

●新
に い

嘗
な め

祭
　11月23日
　新穀を神前に奉献し、五穀豊穣
と勤労感謝の誠を捧げる祭儀です。

●師走大祓式
　12月31日
　知らず知らずの内に犯
した罪や穢れを祓い清
めて、明るい新年を清々
しい気持ちで迎えられる
よう祈願します。全国の
氏子崇敬者が人形を納
め、大祓を受けます。

●神
か ん

嘗
な め

奉祝祭
　10月17日
　神嘗祭は三重県の伊勢の神宮に
おいて天照大御神に新穀を奉献する
神宮における年中最大の収穫祭で
す。当神社においても神宮を遥拝し
て、奉祝する祭典を斎行します。

●人形感謝祭
　10月15日
　人形の日である１０月
１５日に当神社人形奉
斎殿において、納めら
れた人形やぬいぐるみ
に感謝を申し上げ、祓
い清める祭典です。

神嶽山神苑迎春ねぶた

毎月1日・20日 
 午前8時30分 月次祭

11月　霜月
 3 日 午前8時30分 明治祭
23日 午前10時 新嘗祭
10日～23日 第55回菊花写真展

10月　神無月
15日 午前11時 人形感謝祭

17日 午前11時 神
かん

嘗
なめ

奉祝祭

12月　師走
14日 午前8時30分 煤拂祭
20日  迎春ねぶた設置
31日 午後 1 時 師走大祓式
　　　　　　　　並大祓祈願祭並除夜祭
 除夜祭後 神徳感謝祭

新型コロナウイルス感染症防止対策の取り組みについて
◆寒川神社　境内における対応◆
	 ・境内での飲食、食べ歩き等の行為は感染症対策の観点よりご遠慮願います
	 ・境内各所への消毒液の設置、不特定多数の方が触れる物への消毒の徹底をしております
	 ・授与所・神嶽山神苑・方徳資料館は通常通りの対応をしております
◆寒川神社　御祈祷の対応◆
	 ・御祈祷申込所の入口にて非接触型体温計にて検温致しますので、ご協力ください
 　※発熱・軽度の咳・咽頭痛・倦怠感などの症状がある方は、御祈祷をご遠慮いただく場合がございますのでご了承ください
	 ・控室では湯茶接遇は行わず、御祈祷時の格衣（白いお召し物）の着用もいただいておりません
	 ・御祈祷を受けられる方の人数制限を行い、参拝者同士の接触を避けられるように案内人数を制限しております
	 ・郵送による御祈祷の申込並びに授与品の申込を承っております（御神前に上がらずに神札をお持ち帰りいただく方法も承っております）
　　※授与品はホームページに掲載しております

◆寒川神社、寒川神社参集殿　職員の対応◆
	 ・マスク着用の上、事務所内にも消毒液を設置し、消毒の徹底をしております
	 ・出社前の検温を徹底し、感染が疑われる症状の職員に関しては出勤を控えております
◆寒川神社参集殿の対応◆
	 ・参集殿正面玄関にサーマルカメラを設置して入館者の検温を行っております
	 ・入場口の制限、混雑時には宴会場を開放するなどの３密防止対策を行っております
	 ・不特定多数の方が触れるドアノブやエレベーターボタンなどは適宜消毒を行っております
	 ・各フロアに消毒液を設置し、飛沫防止のため受付に仕切りを設置しております
	 ・規模や人数などを考慮した会場の確保、時間帯別フロア貸しや全館貸し切りにするなどの対応を行っております
	 ・会場内のテーブルでは、適度な間隔が確保できるよう椅子を配置し、飛沫防止のためのアクリル板を設置しております
	 ・料理の提供は個人盛りとし、テイクアウトの料理もご用意しております

❖作品色、サイズ 白黒・カラー
 （キャビネ以上、4ツ切・6ツ切・A5・B5・A4・B4サイズ、ワイド可）
 ※つなぎ、合成・組写真は不可
❖出　品　点　数 1人：5点以内 「寒川神社に関係がある祭典や社頭風景写真」
 ※未発表のもの
 ※ホームページにおいても出品写真を公開致しますので、データ媒体を
 　持参ください。
❖応募期間・方法 １０月１日（土）～２3日（日）まで 出品表を必ず添付ください
 持参時：寒川神社社務所　午前８時３０分から午後５時まで
 ※郵送も可
❖展　示　期　間 １１月１０日（木）～２３日（水）　会場：寒川神社境内廻廊
❖表　　彰　　式 １１月２３日（水） 午前１０時　新嘗祭にご参列後、寒川神社参集殿に
 て開催予定
❖各　　　　　賞 寒川神社宮司賞、金賞、銀賞、銅賞、特別協賛賞など
 ※出品者には参加賞あり

〒253‐0195 神奈川県高座郡寒川町宮山3916　寒川神社 教学部 教化宣布課 写真展係　電話 0467（75）0004（代）
郵送先・問合せ先

ご注意
・写真作品の著作権は、撮影者に帰属しますが、展示期間終了後、当神社の広報等の目的範囲内で、
　社報『相模』または他の媒体にて使用することがあります。
・使用にあたり撮影者に対して個別にご連絡は致しません。出品にあたり、被写体の肖像権・著作権
　には十分ご留意ください。人物を被写体とされている場合は、写真展出品の承諾を得た上で出品
　願います。
・当神社は、写真展応募にかかる肖像権・著作権等の諸問題についての一切の責任を負いかねます。
　（出品された作品は返却致しません）
・作品出品時点において、上記内容をご承諾いただいたものと見做します。

にいなめさい
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少
年
館
こ
ど
も
俳
句

　

約
40
年
前
の
映
画
の
続
編
が
作
ら
れ

て
、ヒ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。当
時
を
聞
く
限

り
、空
前
の
社
会
ブ
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ム
を
起
こ
し
た
よ
う

で
す
。社
報『
相
模
』も
既
に
発
刊
か
ら

５０
年
以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
。先
人
の

作
り
上
げ
た『
相
模
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刊
の
思
い
を
引

継
ぎ
、途
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こ
と
な
く
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で
も

リ
メ
イ
ク
で
も
な
い
今
を
大
切
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伝
え
て

い
け
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
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〜木札のご紹介〜
毎月 1日の月次祭にご参列された方にお頒けする木札です。

数に限りはありますが、授与所にて1 体 2,000円で頒布しております。

神無月
「10月」

霜月
「11月」

あ
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つ
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北
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の
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寺
久
保
睦
月

蚊
が
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し
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口
に
あ
る
は
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あ
と
い
や
気	

丸
山　

理
玖

あ
じ
さ
い
は　

花
の
心
情　

色
に
出
る	

長
法　

芽
生師走

「12月」

JR相模線「宮山駅」より徒歩 5分、圏央道「寒川北インター」より1㎞
次号『相模531 号』は令和5 年1 月1日に発行します

祝 祭日には 国 旗を掲げましょう

Youtube
公式チャンネル

寒川神社
ホームページ

公式
インスタグラム

公式ライン
アカウント


